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＜連絡事項＞

· 部署懇談会が4/18 から5/2に変更となる。

· 4/18、17:00～18:00に奨励金が支給される為、シャチハタ以外の印鑑を持参する事。

· プログラム企画書を本日までに提出すること。

· 4/20　六角堂祭・春の会あり。

· 能力開発カードを今月中に記載、提出する事。

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～先週抗不安薬１週間分処方され「何もやる気が出ない。だるい」との訴えあり

処方変更となる。

＜利用者様情報＞　

· 種市　久子様～　4/18デイケア来所予定。デイケア通所目的についての認識が浅い為担当スタッ　　　

フと本人で今後について面談予定。
· 小野寺　文明様～現在、当院通院中。4/25　お兄様同行にてデイケア見学予定。

· 清水　秋男様～　お兄様と同世帯だったが世帯分離の手続きを済ませたとの事。

· 大久保　律子様～晴山美智子様の受診日（毎週月曜日）に外来で過ごしデイケアの来所が遅れる　　

事が増えてきている。本人より所在の連絡はあるが、以前は、このような事はなくデイケアで過ごせていた為、本人に理由確認していく。

＜今後にむけてのプログラム検討～新しいプログラム作成にあたり～＞

・進行状況

　　各目的に応じたプログラム企画書の作成は完了。

・これからやること

　　18日までに、担当者が、プログラム案を基に1日・1週間・1ヶ月の流れについて話し合いカンファレンスで検討する。

＜転倒・転落リスクアセスメント＞
・進め方について

①チェックリストの点数確認　②問題点への対応策　　⇒3ヶ月毎に確認していく。

・アセスメント

佐藤　ミツ子様（59歳）

①13点（危険度Ⅱ）

②・小刻みに歩行し、他者と離れた見えにくい場所にいる事が多い。歩行時、スタッフが声がけして所在確認・見守りを行っていく。

　

其田　淑子様（69歳）

①19点（危険度Ⅲ）

②・過去に転倒した事があるとの事。本人も気をつけて、ゆっくり歩行しているが坂道では滑りそうになることもある。過去の件もあり、本人も気をつけているが、服用している薬も利尿剤などの内科薬もあり多剤併用であり、体調不良の際は、必ずスタッフへ伝えるよう促していく。また、見守りを行っていく。

　・「目が悪い・耳が聞こえにくい」と本人からお話あり、足元が見えにくい可能性がある。スタッフ声がけして見守りを行っていく。

　







